
 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

                      

    

 

 

  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

  

 
 
 

Czesc!  (ちぇぃしちぃ) 
 

7 月終りから 8 月 8 日まで 
山口県のきらら浜で第２３回 
目の世界ジャンポリーが開催 
されます。 

日本での開催は 1971 年の第 
13 回目（静岡県朝霧高原）に 
次いで 2 度目となります。 

今回のテーマは“絆”・・ 
世界 161 の国、地域から 30 万以上が終結します。 

WJ が終わった 8 月 9 日～11 日の 3 日間一団ではポ
ーランドからのスカウトとリーダーをホームステイ
としてお迎え致します。8 月 10 日夕方にはベンチャ
ー隊担当での Welcome party を予定しておりますの
で是非ご参加下さい。 

 
ポーランドってどんな国？ 

Wikipedia で調べてみました。意外と国土が大き
い、北はバルト三国、南はドイツ、チョコスロバキ
アに隣接している国、ポーランド人は親日？何だか
喜ばしい記事が・・ 

ポーランド人で有名人で調べてみました！ 聖皇
パウロ 2 世はポーランド人・・人と絆を結ぶ為の大
切な１つとして先ずは相手に興味を持つ事！ 
皆さんも是非この機会にポーランドに関心を持って
みて下さい。 
 
因みにポーランド語でこんにちは！Czesc

６月２８日(日)山手地区ビーバー隊の合同隊集会が開催さ

れました。今年のテーマは『七夕』、会場は１団のフィールド、祐

天寺・祐遊広場です。 

快晴のもと地区全体の参加スカウトは４０名、うち１団からの

参加者はスカウト８名＋体験者１名でした 

開会儀礼では、とても大きな輪を作り、元気に歌うことがで

きました。 

合同の競技は「天の川を渡れ！」 短冊に

願い事を書き、グループに分かれ笹に飾り付け

るゲームです。途中、織り姫達とジャンケンを

し、勝つと天の川を渡って飾り付けができます。

飾り付けた笹は、最後にそれぞれ持ち帰りまし

た。ゲームの後、全員でおやつタイム。沢山の

ビーバーで交流できた、とても有意義な集会

となりました。 

カブ隊では 6 月 7 日に、渋谷区を拠点とするガールスカウト東京 166 団のカ

ブスカウトと同年代のスカウトとの合同集会を、渋谷区にあるガールスカウト会

館にて行いました。 

今回の集会では、ガールスカウトについての知識を深め、スカウト間での交

流を通して親睦を深めることを目指し行いました。参加者はカブスカウトとガ

ールスカウトがほぼ同数でしたが、圧倒的に女子スカウトが多かったので、男子

スカウトは少し肩身が狭かったかもしれません。スカウトたちはお互い緊張から

か、初めはなかなか会話もできませんでしたが、プログラムが進むうちに打ち

解けていけたようでした。 

プログラムは、カブスカウトとガールスカウトで混合のグループ編成を行い、

屋外での五感訓練や、様々なゲームを行い、スカウトは楽しい時間を過ごせた

ようです。 

スカウトからは｢また一緒に活動したい｣という声も聞くことができ、今後の

さらなる交流につながる集会となりました。 
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 講習では、集団でありつつも個人を育てる教育の

場としてとても素晴らしい活動団体だと改めて認識

することが出来ました。 

祐天寺の中を観察して回り、その後提示された問

題に答える活動がありましたが、日頃見ているよう

で見ていないことを実感し、個人では気付けないこ

ともお互い補い合いながら達成する発見がありまし

た。 

まだ理解不足なところも多いとは思いますが、改

めて意識を持って親子でそれぞれ活動に関わってい

きたいと思いました。 （ＣＳ隊保護者・水口 和美） 

6 月 14 日にゆうゆう広場で隊集会を行いました。テーマは

夏キャンプ前の工作訓練として竹を使った美化工作を行い、

今回は夏本番に備えて英気をやしなおう、ということで流し

そうめんの装置の作成。 

竹の束を使って 5ｍほどの長さの流しそうめん台を作製し

ました。全て自分たちで作製した流しそうめん台で、実際に

そうめんやうどんを流しながら昼食にしました。 

スカウトたちも竹を使った工作にはずいぶん慣れてきた様

子。 この経験を元に、本番である夏の野営の美化工作でも、

ユニークなアイデアを思いつけるようになり、野営の楽しみ

方を見つけられたらよいなと思います。 

                    

                        ６月１４日（日）に祐天寺を会場として「山手地区 

ボーイスカウト講習会」が開催されました。今回の講 

習会には当団からカブ隊保護者２名参加されました。 

この講習会は、満１８才以上の方を対象に、スカウト運動の原理と基本的な方法とについて知っていただくため

に、開催されるものです。スカウト運動の指導者になろうとする方およびスカウトの保護者の方、また、スカウ 

ト運動に関心のある方々などが対象となります。今回参加されたお二人より感想を頂きました。お二人とも素晴 

らしい体験をされたようですネ。 

まだ受講されていない方も次の機会には是非参加さ 

れてはいかがでしょうか・・・・ 

 ボーイスカウトに入団して、2 年が過ぎました。恥ず

かしながらボーイスカウトについてほとんど知識がな

く、知識がないため、日々スカウト活動について疑問が

もやもやとしていたり、特にスカウト活動への保護者と

してのかかわり方がわからずにおりました。 

この講習を受講させていただき、スカウト活動とは

「良き社会人の育成」を目標とした活動であり、スカウ

トは「ちかい」「おきて」を基本に自己を成長させ、そ

の達成のためには成人の支援が不可欠であるという事

が深く理解できました。 

また、初対面の方たちとグループになってのハイキン

グは、始めは緊張しましたが、グループの一員として、

自分の役割を見つけながら協力し合い、目標に向かって

頑張るうちに自然な感じで打ち解けていきました。短時

間ではありましたが、スカウト活動の楽しさが実感でき

ました。そして、その楽しい活動の裏では指導者の方々

の十分な準備がある事も学べました。 

当初 1 日の研修との事で、少々面倒な気持ちでおりま

したが、1 日があっという間に過ぎ、有意義な時間とな

りました。 

この講習に参加させていただき、改めまして子供をボ

ーイスカウトに入団させてよかったと思いました。 

保護者として子供の将来の幸せを願わない親はいない

と思います。その幸せとはなんなのか、研修ノートの最

後に記載された、ＢＰ氏の最後のメッセージに明確に示

されておりました。私はこのメッセージに深く感動し、

スカウト活動の意義を胸に刻みました。 

今回の研修で、スカウト活動について理解深まり、今

後のスカウト活動では少しでもご協力させていただき

たいと思います。  （ＣＳ隊保護者・蔵田 由紀子） 


